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　亀山隆先生の本号の企画は古くて新しい，大変重要なテーマ
の「軽症頸椎症性脊髄症の治療戦略」である．
　このテーマは，脳神経内科医からみた治療戦略と脊椎脊髄外
科医からみた治療戦略に違いはあるのか，また手術のタイミン
グや予後不良例はどのような患者なのか，そのよい指標はある
のか，予測可能なのか……など，いつになっても興味が尽きな
いテーマであろう．「軽症頸椎症性脊髄症」は私たちの外来で多
く診察する患者群である．軽いしびれと痛みが主体であり，
JOAスコアでは13点以上を示す，日常生活でさほど困っていな
い患者群である．脊髄が重度に圧迫され，輝度変化も呈してお
り，転倒すれば脊髄損傷になるという理由で，積極的に手術を
勧める医師もいる．頸部圧迫性脊髄症の手術適応はJOA スコア
に基づいて判断されることが多いが，JOA スコアだけで判断す
るのは危険ではないだろうか．私はどんな患者でも，その社会
背景や家庭状況，精神的状態，性格など全人的な評価をして，
治療方針を立てるべきだと考えている．患者が将来への不安や
潜在的なADL 制限による精神的ストレスや，非典型的症状など
をもっていても，それらは JOAスコアに反映されないことを理
解しておく必要がある．また，この疾患の自然経過をみると
80％は不変であり，悪化するのは 20% 程度である．必ずしもす
ぐ悪化して歩行困難になるわけではない．それでは，装具療法
やリハビリテーションで経過観察を主体として治療を継続する
ことでよいのであろうか？　いつもこの問題がクローズアップ
されるが，重要なのはまず患者をしっかり診察すること，症候
をしっかり把握することであろう．その中で最も重要なのは，
「病気を診ずして患者を診よ」である．この言葉は，浜松医科大
学初代教授の井上哲郎先生が医局員へ周知した薫陶である．要
するに，「病気にすぐ目をやるのではなく，患者を全人的に診な
さい」ということである．患者自身が，加齢をどのように考え
ているか，また人生における価値観，病態・手術に対する理解
力があるかどうかなど，しっかり把握して治療を選択すべきで
ある．
　今回のテーマに対する執筆者は，脳神経内科，脳神経外科，
脊椎外科のスペシャリストばかりであり，頸椎症性脊髄症の自
然経過，手術成績はもちろんのこと，それぞれの先生のお考え
や哲学が学べる素晴らしい企画になっていると思う．
　是非一読を‼
 （松山幸弘）
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